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を確認した。家畜密度の高い流域において取

水を行う場合、下水同様、畜産由来の原虫汚

染について注意を払う必要があることが示さ

れた。 

 

平成19年度調査結果

採取日
社家 小鮎川 貫抜川 中津川
吸水井 第二鮎津橋 鮎津橋

採取量(L) 370 240 300 220
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ
検鏡法測定結果

0個/10L 0個/10L 1個/10L 3個/10L

遺伝子解析結果 ブタ・ウシ 不検出 ウシ・ヒト ブタ

ジアルジア 1個/10L 0個/10L 0個/10L 0個/10L

採取日
社家 小鮎川 貫抜川 中津川
吸水井 第二鮎津橋 鮎津橋

採取量(L) 210 140 150
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ
検鏡法測定結果 8/10L 18個/10L 2個/10L

遺伝子解析結果
ブタ・ウシ・

ヒト
ブタ ブタ

ジアルジア 2個/10L 10個/10L 5個/10L

平成20年度調査結果

2月9日 2月12日 2月16日

採水地点

採取量(L) 300 330 510
ｸﾘﾌﾟﾄｽﾎﾟﾘｼﾞｳﾑ
検鏡法測定結果 1個/10L 未実施 0個/10L

遺伝子解析結果 ブタ 不検出 ブタ・その他

ジアルジア 0 未実施 0

社家吸水井

平成20年2月27日

平成19年7月25日

流量が僅かで
あった為未実施

採水地点

平成21年
採取日

 

 

Ｅ．結論 

従属栄養細菌の指標性に関する研究 

従属栄養細菌は、一般細菌、水温、濁度と

の相関が認められた。一般細菌と比較すると、

水温との関係は弱く、また菌数も浄水処理工

程で多く検出されることから、水温の影響を

強く受けない感度の高い指標と考えられた。 

 全 国 的 な 浄 水 系 試 料 の 検 出 状 況 は

100cfu/ml 未満がその大半を占めたが、最高

値は 5900cfu/mlであった。 

 水道水の残留塩素濃度を下げた状態で保存

し、従属栄養細菌を監視したところ 0.05mg/l

でも残留塩素が存在する場合には、従属栄養

細菌の顕著な増殖は認められなかった。しか

し、濁度 0.17度の沈殿処理水を試料として同

様の実験を行ったところ、0.1、0.05mg/l の

残留塩素を含んでいても従属栄養細菌の増殖

が認められた。 

 

腸管系ウイルスに関する研究 

 遺伝子組換えバキュロウイルスとカイコを

用いたタンパク質発現法により発現させた

rNV-VLPs は凝集沈澱–急速砂ろ過処理におい

て、凝集剤として PAC（pH 6.8）および塩化

第二鉄（pH 5.8）を用いた場合に約 3 log 以

上の除去が得られた。Qβの除去は、rNV-VLPs

の除去と同程度、あるいは低かったため、MS2

に比べて指標性があると考えられるものの

個々の処理単位の凝集沈澱処理、急速砂ろ過

処理における Qβと rNV-VLPsの処理性が異な

ったことから、Qβであってもヒトノロウイル

スの最適な代替指標とはならないことに注意

が必要である。 

ノロウイルスの塩素消毒による不活化の評

価を行い、最低 0.1mg/L の遊離塩素濃度（水

道法）を保った配水システムにおいては 30

分間の接触で 4log 以上の不活化が期待でき

るものと評価された。 

インフルエンザウイルスの消毒を、細胞へ

の感染性を指標として評価した結果、インフ

ルエンザウイルスが他のウイルスと比較して、

消毒処理に高い耐性を持つことは無かった。 

 

耐塩素性病原微生物の研究 

簡便で効率的なクリプトスポリジウム等原

虫類の試験のためのサンプル濃縮に、ハイド

ロキシアパタイト粒子のろ過濃縮法を開発し、

所定のろ過性能が得られた。ケーキフィルタ

ーを大容量向けに大型化することで原水にも

適用可能であることを確認した。 

全国的なクリプトスポリジウム等検出状況

を調査した結果、クリプトスポリジウムの検

出を報告している事業体は 24 事業体であり、

13％に過ぎなかった。検出状況は予想以上に

低く個々の試験機関における精度管理の必要

性が指摘されるものと判断された。 

免疫磁気ビーズによるクリプトスポリジウ

ムオーシストの分離・精製と組み合わせた

RT-LAMP 法により、検鏡法よりも高感度にク

リプトスポリジウムを検出することが可能と

なった。ちなみに、ジアルジアは通常の（DNA
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を標的とした）LAMP法でも十分な感度が確保

されていた。今回の改良により、クリプトス

ポリジウムの遺伝子検査は抽出試料の一部よ

り１反応（チューブ）で１個のオーシスト・

シストが検出可能となり、実用に向けての道

が開けた。LAMP法とは別に、Cycleave法なら

びに Universal QProbe 法を用いた高感度な

RT-PCR法を構築した。 

社家取水口で検出されるクリプトスポリジ

ウムは、人への感染報告が少ないブタ型が多

いと推定されたが、同時に人への感染リスク

の高いヒト型やウシ型も検出された。畜産施

設の汚染状況の調査からは依然として多量の

クリプトスポリジウムのオーシストおよびジ

アルジアのシストが排出されている現状が確

認された。畜産排水処理では両原虫が平均で

2-3 log 程度除去されていたが、汚泥のバル

キングが生じると、原虫の除去が著しく低下

した。病原性原虫は現行の排水規制では規制

対象となっていないことから、家畜密度の高

い流域において取水を行う場合、畜産由来の

原虫汚染について注意を払う必要があること

を改めて認識した。 
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